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■アメリカから世界最大容量ポンプ水車大量受注

日立製作所は,ニのほど7ノりカ･ニューーヨーク州乍E力局よ～),フ

レンハイム･キルポア揚水発電所向(lヲ‾ポンプ水中:4子†(哨機容品

300MW,339m､257rpmjを受托した=.

これは昨年12月9日行なわれた国際人札において,7メリカ,カ

ナダ,ヨーロッパ,口本J〕各メーカーとの漑Lい疑やの末.11立聾竺作

所に発注内示卦ウニ出さ一ナしたものである｡‖‾朋望作所では,このほか昨

年末,アメリカ･ロス丁ン廿･Lス丁打よF)キャスタイック揚水発電所向

けポンプ水中6台=棚疑容量261丸IW,328nl,257rpm‾)を受拝して

おり,昨年末より,他界て1,2レつ一子己録｢1･くJ_大柄,上のボンー7し水中を合計

10壬㍗受托したこと･になり,巨け複き作所カここ亡ノ)分野で,牡界斥力ノー

■マトソンナビゲーション社から

28tコンテナクレーン受注

口立拳法作所でほ､さきにフ'りカ･ポートランド港に1台,シアト

′レ港に2壬げ)コンテナクレーンを納入し,現在ポートランド描よ

り引き就き受注Lた2号機を設計製作中であるが,このほどさ仁〕に

コンナナ革命のパrす二7であり海_ヒコンテナ輸送の大手船会社て

+1-■を押えて一歩リードしたものといえる.｡ニの結果すでにj廿似1-

二､7メ｢Jカ内務省納め,サンルイス発電所ルナポンプ水1f(8ナナを介

t･･〕ると､合計18台のポンプ水中をアメリカに納入することになりた｡

両発電所とも,3001ユーを越える指差,拐程をもち,仙ノ+の.‾テJ矧Ii一-】

√‾二ふるi軌才年電力株式会社納め240MW,220m,225rpnl･な大きく

上まわるものである｡

特にプレンノ､イム･ギルポア発ノ石所内こナボンゾ水仙よ,叩二非J‡ミニ八

一容量つあるとともに,アメリカ東海与与-‡への水力機語:壬のノ(形輸～】1とし

て､注目に値するこ,

1ヒおプレソハイム･ギルポア揚水発電所向けポンプ水小には-+】

て＼r-バ′ンブが,また,キヤスノ～イック揚水発′心榔Jけホンノ水小

∴∴三,調速敵†ゴよびロータリー/こ′∴ノ■ニシ↓含まれている.

ぁる丁メリカ･てトソン′ナビデーション■杜から川祁ニハットトノ′い

基地向汁28tコンテナクレーーン1チトを安江した⊂..本樅の引合ほ43年

廿--訓賢人札の形で行なわれ厳格な掛1こf,ヂ油解ずたのの十)受汁をみ

たもこご〕て,rl立のコンテナクレーンに倒する拙札 総駈力榊賢的に

･b局一､剤IFiされたものとLて注目される∴′主格荷_巾二(スプレッダ含

ます)28t,スパン32し0′1アウトり一子110し0′1仝拗モ【≠三川)′げ′,

つ加)′コンテナまで取り扱うこと∴･∴できろ.､

■新シリーズ日立VEC圧縮横発売

H二た昏汀｢軒亡は,このほご日和メ+で忙制約シェアな占こノ〕ているVHC

仕縮機(1′erticalHighspeed Coll-preSSOrノし叫才‡シリーズr･指)るスー

パーヽrHCの開発こ成功,凝尉奉;】iりにはいり,全田し､っせいに発プ己

することになった.二.

ニのスーパーVHCシリーズこ土左i邑三式と‾吋搬式の7.51くW,11kW

の空冷小馬力の汎問圧縮機で,械械⊥業をほししふ′)､-一倣産業,二卜木

組築業などの広い`満更層をもち,小形,艶ら壬:という帖代の要論にこた

えて,かねてから研究開発巾ハも

ので,かずかずの過酷テスト,二.′j命

試験,モニターテストなどを√J呂了

し,このほど鼓産休召恥こはいり_発

売することになったものである=:

おもな特長は,亡力拓分1,700巨]

転の高速回転とアルミ合金の掠用

による合理的な設計により.寸法,

重量が大幅に減少してい･る-_.従来

のVHCと比較Lてみると,寸法,

素量は40%,基礎容披は70ア左の

減少になる｡②片持クランクシャ

フト,一体コネクチングロッドし7〕

採用により,簡潔な構造とな州t

づて.L∴子鹿取り披いノンこ一段と舛易にな･_1たきト′こルゾ〔つノ綿亡エノこ′レブ

′こナ･こは払'石抗張力銅,ノニノしブイ払こはユー招獅ギ叫う:ん根付金銅糾末‖j

j‾るニ･とにユリ,山割司転にもかかわ↓1ノず,従-か〕もしり+こりい･1そ

向上Lている∴･享一二新設計の7て二1三㌔細川[の少ない′ミ′Lゾ叫宗=い∴t

･)什リーl一作気品は従来のものに比べ4%lrり+二Lている.また;川ニハ

ー引u二桁塩を向上させ,機械捉牧をJl之少にしている.｡

†てt二様は′妄t稲梓100n-1-1.ごょも員`;了数7.51川r2気前17,11kW3′式拭

射程即1nm､回転数1,7りOrpnl､tl一川川三力7kg/ノc】11:(■G)..1那刺･L呈主

剤様は7.5kW二!‾言よび111く1V･‾r･_三･ある.-.

必要漂過言′

転≧一著宗一､′ノ

●

感
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E更†1 7.5kW定㌍二ぺスーパーVHC
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■ 日立卓上電子計算機以エルカ26''発売

日立卓上電子計算楼"ェルカ”は,その使いやすさと高い信敵性

で好評を博しているが,今回新たに"ェルカ26”が,シリーズに

仲間入りした｡

"ェルカ26”は,16けた,メモリー2個付,開平計算可能という

高機能にもかかわらず,16けたでは,わが国最小のボデーにまとめ

られている｡これは高性能日立モスIC(モス形集積回路)を全面的

に採用したためで,16けたのオールモスIC機は"ェルカ26”が唯

一のものである｡

"ェルカ26”は豊富な計算内容と,伝票集計に便利な匿】キー(シ

グマキー),定数計算の手間をはぶく匡lキー(定数キー),応用計算

に有効な厘lキー(リバースキー)などの特殊キー,そして四捨五入,

図3 日立卓上電子計算枚"ェルカ26”

切捨,切上装置つきの指定小数点方式などの特長を生かしてオフィ

ス,銀行,設計事務所,研究所などに最適の計算棟である｡

価格は298,000円

■ ヒューズフリー遮断器新形8機種完成

B-400A≠Sフレーム,C-600Aフレーム,B-1ク000Aフレーム

ほ遮断容量はそのままで従来の一段小さいフレームとほぼ同一寸法

に小形化(取付面積比は従来形とそれぞれ95%,75%,78%)した枚

種である｡

完全電磁式100Aフレームは最近増加しつつある400V級の電源

設備の大きいプラントで要望されている15A,20A,30Aなどの低

定格電流で大速断容量を必要とする所に最適な機種でAC460V

15,000Aの遮断容量をもっている｡

ハイラップ遮断器シリーズの一環としB-225Aフレーム,B-600

Aフレーム(遮断容量AC600V,80,000A)を開発,100Aから600A

フレームまでそろえた｡

半導体保護用速断形サーキットプロテクター15A,50Aフレーム

ほおもにSR,SCRなどの保護用として開発した高信痺性のスイッ

チ兼用サーキットプロテクターである｡

■大形ヘリウム液化装置の国産1号機完成

日立製作所日立工場では,数年前から中央研究所,日立研究所の

協力のもとに,研究開発を進めていた大形ヘリウム液化装置が昨年

完成し,性能運転,長期連続試運転などを行なった結果,予想以上

の高性能と安定した連続運転が実証さカtた｡

特に,ヘリウム膨張タービン効率80%以上および装置の消費動

力1.8kW/hは,これまで報告されている世界最高水準を上回って

おり驚異的なものである｡またこの装置はそのまま実用械として使

用できるものである.｡

ヘリウム液化装置は,特に極低温物理,具体的にはMHD発電,

超電導送電線,核物理研究の重要な道具であるバブルチェンバーな

どにはなくてほならぬものであり,今後の需要が大いに期待されて

いるものである｡これまでのヘリウム液化装置ほ,大学,公立,民

間の主要低温研究機関や,宇宙通信などに数多く使用されているが,

これらはいずれもヘリウム液化能力8J/h程度の"小形ヘリウム液

化装置”と呼ばれるものであり,寒冷発生方法として膨張タービン

でなく,膨張エンジンを使用している｡

今回完成した大形ヘリウム液化装置は,ヘリウム液化量150J/b,

図4 C-600A

フ レーム

図5 B-1,000A

フ レ ーム

おもな仕様は,15Aフレームについてほ,

図6 ハイラップ

遮断器B-225A

フレーーム

極数:1 定格電圧:

ACllOV,DC50V 定格電流:1A,3A,5A,10A,15Aで

あり,また50Aフレームについては,極数:1 定格電圧:AC

110V,DC50V

-98-

定格電流:20A,30A,40A,50Aである｡

図7 大形ヘリウム液化装置
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液体ヘリウム温度4.40K(-268.6℃)であり,従来のものよりはるか

に大容量となっている｡もちろんこれは国産1号機であり,ヘリウ

ム生産量および需要量がわが国よりほるかに多いアメリカなど諸外

国でも数少ないものである｡

この装置のおもな構成機器は,ヘリウム膨張タービン,ヘリウム

圧縮機,小形熱交換器,超低温保冷容器などであり,これらほすべ

て特殊設計製作されているものであるが,この装置の心臓部ともい

うべき,ヘリウム膨張タービンは回転数00,000rpmの超高速回転

であり,驚異的な高効率を示し,この1号機装置の成功に大きく貢

献している｡また,プロセス面での特長としてほ,ヘリウム圧力を

16気圧の1系統にしているため,ヘリウム圧縮機を1台に集約す

ることができ,装置全体がコンパクトで操作も簡単になっている｡

なお現在使用している膨張タービンは油潤滑方式であるが,本年

4月には,これと同時に開発された200,000rpmのガスベアリング

方式の膨張タービンを使用して試運転にはいる予定であり,さらに

高効率が期待されている｡

■ 日本万国博協会からITVシステムを受注

日立製作所では,このほど日本万国博協会から会場内の整理監視

用のITV(工業用テレビ)システムを受注した｡このITVは会場内の

各ゲート,広場,場周道路などの主要個所にテレビカメラを設置し,

警備本部および情報管理室からそれぞれのテレビカメラを遠隔操作

して現場の状況を確実iこキ17ツチし,場内整理の円滑化を図るため

に使われるものである｡テレビカメラほ場内各所の屋外に取り付け

られるため,天気の日でも雨の日でも,きれいな映像がうつるよう,

自動感度調整回路(日立特許のASC),電源電圧や周用温度の変化に

よりフォーカスぼけが生じるのを防ぐ自動ビジコンフォーカス安定

回路(AFR)を採用し,さらに最新のトランジスタFETを使って雑

音の少ない映像になるようにしている｡また,周囲のデザインにマッ

チするようテレビカメラの保護ケースは円筒状の特別なものを使う

ようにしている｡円筒状のケースほテレビカメラとミラーを内蔵,

ミラーの伏仰によりチルティング動作をさせ,ケース自体が左右に

回転できるようにしパンニソグの動作ができるよう考慮している｡

また場内は相当広いため,各テレビカメラとモニタ間ほかなり長距

離になるが,映像信号系ほ補償増幅器を使用,制御系は細いケーブ

ルで遠隔操rF三できるようにリレー制御をするなど,一般のITVシス

テムではみられない方式を数多く採用している｡なお,このほかに

会場内のモノレール駅と,モノレール車とう載用とLてのITVを日

立製作所ほすでに受注しており,1970年万国博でほ会場内多プチ面で

日立ITVが析躍することになっている｡

おもな杭成としては,会場内監視用として,テレビカメラ50台

(リモコン式が47台)17形モニタ62台,モノレール駅監視用とし

てテレビカメラ10台,17形モニタ10台,モノレール申とう載用と

してテレビカメラ7台,12形高郷度モニタ7台で,同一個所でこの

ように大量のITVが使用されることほわが国ほじまって以来であ

り,規模も最大のものである｡

■EITAC8210システム性能強化

-メモリ容量最大32KBに,新形ディスク装置もー

HITAC8210システムは日立電子計算機HITAC8000シリーズの

うちで,小規模な分野にあるシステムでPOPSなどのソフトウェア

でユニークな使いかたができるので幅広い顧客層をカバーしている

が,今回さらに性能を強化して,より経済的で使いやすいシステム

として市場に進出した｡

●メモリ容量拡張

従来の処理装置では,メモリ容量が8KBと16KIi(KB=キロ

バイりの2種類であったが,あらたに24KBと32KBが追加さ

れた｡

●新形カード読取棟とカードせん孔放

これまで,H-8239rll形の,カード読取りとせん孔の機能がユニ

ットになったカード入出力機器があったが,今回機能を分けた形で,

次の2株種を追加した｡

H-8239-21カード読取磯(400枚/分)

H-8239-31カードせん孔枚(100枚/分)

●3枚構成のディスクパック

すでに多数利用されているH-8564-11磁気ディスク装置でほ,

記憶容量5,12MB(512万バイト)の6枚構成ディスクパックが採用

されていたが,今回,これを二つに分けた3枚構成の′ミック(記憶容

量2･56MBx2)を発売し,いわゆるコアキシヤル･タイプとして利

≧惑

禦

図8 HITAC8210システム

用できるようになった｡このコアキシヤル･タイプのディスク装置

ほ同軸上に3枚1組になっているディスクパック(2.56MB)を2組

(合計5･12MB)装着して,おのおのが別のパックすなわち2台のデ

ィスク装置を使用しているのと同じように使えるので小規模ランダ

ムファイルとして画期的なものであり,世界でも初めてのもので特

許申請中である｡

ー99-
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■製造業の部品管矧こ威力を発捜する

ソフトウェア 開発

(HITAC BMプロセッサをリリーズ)

BMプロセッサ(BillofMaterialProcessor)は,製造二Ⅰ二業におけ

る生産管理体系の基本となる部品蓑の作成,およびその維持管理を

コンピュータで行なう場合の非常に意義のあるソフトウェアであ

る｡集注造業にとっては心臓部である工場において.組立製品の部品

表が効率的に作られ,また設計変更などの際に即刻更新されて,つ

ねに新しい状態で保たれねばならないことは当然のことである｡ま

た企業間競争ならび技術革新のスピードの早さ,製造品目の多様化

などがあいまって,設計図よりの部品展開に始まり,部品真の作成

ならび(こその維持に従来よりも高度な,効率的な部品蓑管理が要求

されている｡このような背景で生まれたのがHITACBMプロセッ

サである｡このBMプロセヅサは,①部品蓑ファイルの作成,(丑フ

ァイルの維持更新,③部品蓑フ7イルからの情報検索という三つの

重要な機能を持っている｡ユーザ(計算機の使用者)はプログラム

作成(コンピュータ内部の作業手順書)上の大きな負担なしミ･こ,こ

れら三つの機能を組合わせて,部品情報管理システムを作ることが

できる｡-う‾なわち部品表作成にあたって,①ユーザはトリー柄造を

プログラムする必要はなくただ部品番馴抗の部品情報と,組立段階

での各部品相互の親子関係を示す情報をノミソテカードでコンピュー

タにインプットすればBMプロセッサの部品蓑ファイル作成用プロ

グラムで自動的にこれらの閃果l_‾判係を整理し,磁気ディスク上に部

品蓑相当のフ丁イルを作成するこ,(亘ファイルの更新は削除または追

加される部品の情報をパンチカードで与えてやれば自動的に更新さ

れる｡⑨またある製品について問い合わせすればその製品を構成す

る部品はなにがいくつということだけではなく,その製品の全構成

部品を組立段階別のレベルをつけた形で示したり,逆にある部品名

について問い合わせるとその部品がどのような製品について何個い

るかなどを打ち出せる｡.

BMプロセッサの効果

部品哀フ7イルが,一つに集中Lた形で確立される結果,関係各

部門カ三部品表データを重複して持つむだが避けられ,ファイルの維

持管理が正確になるこ そして,このファイルに対する作業が,すべ

てコンビュー_タによって処理される結果,関係各部門への情報サー

ビス力､j‾E確,じん速に行なわれ,全体として事務コストの低減をは

かることかできる=J

しかもBMプロセッサは コンピュータによる総合的な生産管理

∴ステムの出発点となるもので,ユーザがこれを使いこなすことに

より,システムの大きな発展性が期待できる｡

なお,ニのHITACBMプロセッサは,HITAC8000シリーズのう

ち,8300以上の枚種i･こ適用できるれ 続いて8210向けのプロセッ

サも用意されている｡

HITAC BMプロセッサは,さらに部品ファイルのみでなく工程

フ丁イ′しを作成,更新する機能の追加によって,コン1ごユータによ

る結合生産管理システム実現のための手段を一段と高めるべく,開

発ノラ】進めらj‾tている｡

‥…･編集後記･‥…

日立製作所では,すでに昭和41年ルーリングエンジンの国産化に

成功,以来独自の技術で分光光媛計用回折格子の研究が進めらゎた｡

回折格子は分光分析装置において,分光器の心情部一光を分ける分

散子- として最も重要なものであり,使いやすさ･性能面ではプリ

ズムの数倍から数十倍に相当する｡ルーリングニンジンこまこの回折

格子の線を引く機械である｡

｢回折格子の製作+では,ルーリングエンジンの試作おユび各種匝l

折格子の開発など詳述している｡

従来,回折格子はアメリカからの輸入に煩ってt･､たが,今回の国

産化は,まさに斯界最先端をゆく日立技術の一端を記録するもので

ある｡

◎

圧延する鋼材の表面に発生するスケール(鉄を熱したとき表面iこ

発生するこけ状のもの)にほ,加熱炉から出たとき付着している一

次スケール,圧延中に発生する二次スケールとがあり,そのまま圧

延したのでは表面の仕上りが悪くなる｡製品の品質向上にあたって

常に厳しく要求される問額である｡
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乱丁落丁本は発行所にてお取りかえいたします｡

`｢最近のデスナーリングポンプ設備+でほ,デスケーリンブポンプ

の楼器械_弧 容鼠 運転など諸問題iこついて,研究成果の概要を報

告している｡関係技術研究者の参考iこなれば率いである｡

◎

近年,■電力需要の増加に対処するため,送電系統の超高圧化と大

台晶化が押し進めらjtてt･､る｡目立電緑林式会社では新材料の適用,

ケーブル系統道川の改善など独自の開発研究を重ねてきた｡

本号は,日立電線株式会社の電力ケーブル技術陣の研究成果を

｢超高圧用プラスチックOFケーブルの開発+｢高電圧ポリエチレン

ケープ′Lのトリーイング劣化+など6編を集壕,｢電力ケーブル特

集【1とLた.｡

了坦高臣送電叫代を迎え時宜を得た論文集と言えよう｡
◎

巻頭の一家一言lこは,早稲田大学教授工学博士植野一郎氏より,

虻はまさに巨大電力咋代に入りつつあるが,今後もわが国独自の技

術研究･開発がいっそう必要であることを説かれ｢巨大電力時代+

と廻する玉稿をいただいた｡

特に本誌のために,

く感謝を[いJ売+ずる｡
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